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研究会 地域×文学×アニメ （富山高専本郷）
―「ロケ地探訪」は「文学散歩」と同義か？ 近藤周吾 8名
公開読書会 （富商会館）
高島高と富山 金山克哉 5名
文学散歩
滑川文学散歩 金山克哉 5名
忘年会・打ち合わせ （ウィットモア）
6名
研究会・打ち合わせ （富山高専本郷）
柏原兵三「長い道」をめぐって 高熊哲也 5名
文学散歩 いたち川の地蔵群を巡り、
あわせて宮本輝の「螢川」の舞台を歩く 高熊哲也 3名
研究会 高山羽根子「首里の馬」論 （富山高専射水）
――牧野信一「夜見の巻」との比較 近藤周吾 5名
研究会 （富山高専本郷・リモート）
「「宮崎健三」という富山出身の詩人について」 金山克哉 5名
総会 （富山高専本郷・リモート）
富山文学の会 2019・2020年度 活動報告
第78回 3/28（日）
第76回 12/12（土）
第77回 2021/2/10（水）
第73回 12/6（金）
第74回 2020/2/12（土）
第75回 9/12（土）
第70回 6/22（土）
第71回 9/1（日）
第72回 10/5（土）
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